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全損事故車例1
平成16年トヨタbB 損害保険会社様 ご提供

2



修理見積もり例1
平成16年トヨタbB 損害保険会社様 ご提供
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ネットオークション売り希望価格（Bb) 09年6月5日

同年式車売り
希望価格
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修理見積もり例２
平成9年トヨタスプリンター 損害保険会社様 ご提供
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修理見積もり例２
平成9年トヨタスプリンター 損害保険会社 様 ご提供
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ネットオークション売り希望価格（スプリンター）
09年6月5日

同年式車売り
希望価格
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近畿地区オークション（09年3月第1週）

車両詳細不明、状態から判断して中古車に再生するのは不可能
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近畿地区オークション（09年3月第1週）
＊46,000円にて落札とのこと

何故46,000円で買うのか？ マテリアル価値＋重量税＋プラス自賠責？
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関東地区オークション（09年5月第4週）
平成11年８月トヨタウィンダム

前掲の損害保険会社の見積もり例から判断して、修理には150万円以上か
かる可能性大
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関東地区オークション（09年5月第4週）
平成11年8月トヨタウィンダム
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ネットオークション売り希望価格（ウインダム）

希望売り価格が38万円ということは、業者間流通の場であるオークション価
格はさらに低い。

同年式車売り
希望価格
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このような車（前掲ウィンダム）の売買が
なぜ成立するのか

• 可能性1

最初から部品取りの対象車として取引される

→自リ法上使用済自動車として扱われるべき

可能性2• 可能性2（平成20年8月に車検を取っていれば、一時抹消されていても）

重量税残13カ月（37,800円/24か月）→20,475円

自賠責保険残13カ月（30,830円/24か月）→16,700円

これに使用済み車としての通常評価15,000円を合わ
せると 52,000円
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関東地区オークション（09年5月第4週）
平成18年3月ブルーバードシルフィ

推計見積もり額100万円
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ネットオークション売り希望価格（ブルーバード）

同年式車売り
希望価格
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関東地区オークション（09年5月第4週）
平成11年6月スカイラインGT-R

予算無制限という方じゃないと修理不可能では？
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関東地区オークション（09年5月第4週）
平成11年スカイラインGT-R

エンジンにも損傷があるので、外見以上に修理コストが必要
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ネットオークション売り希望価格（スカイラインGTR）

同年式車売り
希望価格
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オークション会場の買取保証制度
流札しそうな低価格車でも安心して出品できる

• 某オークション会場の買取保証金額（09年5月）
３０００ｃｃ以上・・・・・・8,000円

１６００ｃｃ以上・・・・・・6,000円

１６００ｃｃ未満・・・・・・2,000円

軽自動車 ・・・・・・1,000円

評価の極めて低い車両の出品を促すため、流札した時の出品
者のリスクをヘッジするためと考えられる。

買取保証金額は、使用済自動車の相場にきわめて近似してお
り、オークション会場として出品車両が使用済自動車である
ことを自認していることを示している。
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スクラップ市況と
オークション会場の買取保証価格（例）の変化
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買い取り価格と鉄スクラップ価格の推移

買取保証価格はスクラップ市況連動
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ケース① ケース② ケース③

落札or買取り
引渡価格

１，０００円 ２０,０００円 ３，０００円

出品料 －２,０００円 －２,０００円 －

成約料 － －１０，０００円 －

合計額 －１,０００円 ＋８，０００円 ＋３,０００円

＜軽自動車の場合（一例）＞

引取業者にとっては、
ケース③が有利

オークション会場に係る出品者側の費用負担について

例えば軽自動車の場合、流札し、オークション会場が
買い取った場合、出品者は負担が発生し、解体業者
に使用済自動車として引き渡す方が有利と考えられる。

しかし、引取業者（出品者）が最終所有者に商品車とし
て引き取るが、リサイクル料金を払っていないとすれ
ば、解体業者に使用済み自動車として引き渡すより、
有利になる。

リサイクル料金の適正な取り回しが
行われていないのではないか。

商 車 売 書 確 な

ケース①：流札し、オークション会場が買取りを行ったケース
ケース②：オークションに出品し、成約したケース
ケース③：使用済自動車として引取業者が解体業者に引き渡したケース

ケ ス③が有利

リサイクル料金 ７,０００円 7,０００円 ー

総合計額 ＋６,０００円 ＋１５，０００円
＋３,０００
円

前所有者
オークション
出品事業

落札事業者

預託金 預託金 預託金

車両価値 車両価値 車両価値

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
会
場

引取業者にとっては、
ケース①が有利

商品車の売買について、書面確認な
どを行う必要があるのではないか。
→業界の自主取組が望ましい。

＜前提条件＞
・買取り金額、使用済自動車の引渡価格、
出品料、成約料については、実績
（09年５月時点）
・リサイクル料金については、暫定値。
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リユースコーナー流通に関連する問題

• 出品者と最終ユーザーとの間で、リサイクル料金等
の取り回しが正しく行われているか？
中古車であれば支払われるべきリサイクル料金や、使用済み車であれば最終ユーザー
に帰すべき重量税や自賠責保険解約金が正しく処理されていない可能性。

落札額に重量税や自賠責の解約金額（ユーザーに帰すべき金額）が含まれるため、見か
け上の落札金額が高く見えるけ上の落札金額が高く見える。

• 落札後の車両の取扱いが適正に行われているか？
落札者には国内の中古車販売業者や輸出業者、解体業者のほか、不正輸出業者や無
許可解体業者等も含まれ、不法行為のための車両取得が防止しきれない。これは正規登
録した会員の入札カードの貸し借りが日常的に行われているため。
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中古車？商品車？

• オークションで値がつけばすべて中古車？
自動車リサイクル法施行後、

使用済み自動車はすべて有価

有価であれば商品車という考えでは

すべての使用済み自動車は商品車

• 買い取り保証、オークション会場による落札は、中古車売買
の場を提供する立場とは矛盾では？

• オークションはもっとも客観的な車両評価の場
オークション会場が保有するデータを活用すれば、かなりの確率で使用済み車を特定でき
るはず。

• オークションが使用済み自動車流通に関与するとすれば、
自動車リサイクル法に則ってリサイクル料金のつけ回しをや
め、許可業者のみの入札にすべきではないか。
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